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密解(sn-sn dipole 型)と一致した。さらに、３次元に拡張された sinh-Poisson 方程式を解くこと
で複数の３次元解を得た。これらの３次元解は低エネルギー領域にのみ存在し、あるエネルギー
値を超えると３次元解が存在できなくなり、より安定な２次元解に遷移する。２次元解に遷移後、
再び３次元解に遷移することはなかった。また、２次元解には sn-sn dipole型と zonal flow型が
存在し、前者の方がシャノンエントロピーは大きい。そのために、直接数値計算では最もエント
ロピーの大きな平衡状態だけを捉えることができた。 
 今後は非対称性条件やより複雑な周期境界条件での理論計算を行うことで、より現実的な流体
現象の統計的性質を捉えることが期待される。 
 
